令和４年第５回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和４年５月３０日（月）
午後　２時００分　開会　　　
午後　２時４０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所保健センター　３階　大会議室

	議　　長
	永井　恒　会長　　

	出席委員

（１９名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	永　井　　　恒
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	渡　邉　俊　美

	
	
	
	

	欠席委員
（４名）
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	有　我　俊　春

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　森　本　英　樹
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について
議第３号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第４号　　農地の利用変更届について
議第５号　　非農地証明申請について
議第６号　　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの
判断について
議第７号　　令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評　価について
付議の内容については別紙のとおり


	永井会長

	（挨拶）　
　ただ今から令和四年第五回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第三条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、渡邉　美孝委員、安田　清和委員、板橋　茂晴委員、有我　俊春委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告いたします。

従いまして、本日の出席委員は、農業委員１１名、推進委員　　　　８名でありますので、「農業委員会等に関する法律第二十七条第三項」の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

それでは議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、水野　安喜委員と大山　理晴委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。
それでは、日程第２に入ります。

議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

伊藤道子委員、説明をお願いします。

	伊藤委員

	去る５月２３日に、永井　恒委員、鈴木　録郎委員、森本事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
農地法第３条の規定による許可申請につきましては１件であります。

　内容といたしましては、田が６筆、畑が４筆で、合計面積４，９１７㎡であります。

詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事

	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は１件の申請がありました。
では、議案集の２ページ、３ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　３－９番）
申請地は、日吉町南垣内地区にあります。リニアの残土処分場へ登っていく道を、右折した先にあります。
こちらの申請は、譲渡人が高齢となり耕作が困難であることから、譲受人が取得し、農業経営の拡大をはかるものです。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は３８，７６３㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。　
以上、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
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議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。
行政書士はだれでしたか。

田中さんです。
売主は、今はそこに住んでいないので、農地は、山林化していると思うけど、現地確認をした状況は。
現地確認は、５月２３日に、永井　恒委員、鈴木　録郎委員、伊藤　道子委員とで行いました。進入口のところは、桑畑なのか、樹木は生えていましたが、管理をそれなりされている状況で、田んぼは、田植えがされて、適正に農地として管理されておりました。
原野化しているところがあったはず。今、伐採とかの作業をしていなかった。
今回取得するために申請があった部分については、全て農地として管理されており、問題はない状況でした。
委員が、おっしゃられるような作業は、隣接地で実施されておりました。
隣接地では、土地利用の計画があるようで、地元の方が、受託してなのか作業を実施して見えましたが、その計画とは、買主とは何ら関連はなく、買主は、該当地について自身で耕作し続けることを、確認しております。
該当地は、圃場が整備されているけれど、農振農用地になっていますか。
また、隣接地でキャンプや農業体験の計画があるようですが、農地は、該当地しかないと思いますが、関連はないですね。
自費で耕作しやすいように、農地を整備したものと聞いており、農振農用地ではないです。計画については、ご本人さんに、関連はないと確認をしております。

他にご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、申請のとおり許可することに決定いたします。

次に、議第２号「農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」を議題といたします。
伊藤道子委員、説明をお願いします。　

	伊藤委員
	議第２号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請につきましては、１件であります。
内容といたしましては、畑が１筆で、面積２１４㎡であります。詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事

	それでは、議第２号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、ご説明申し上げます。
議案集の４ページから６ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　事変—１番）
申請地は、家族葬ホール豊格院ファミール瑞浪の北側にあります。
本申請は、平成１８年１１月２８日付け、岐阜県指令東農林第１６５７号にて転用許可を受けた、「住宅敷地」への転用事業に係る計画変更でございます。
変更事由は、転用事業者及び転用目的であります。
当初事業計画者は、息子に現在の住所地を譲り、自身は申請地に家を建て転居する予定でしたが、息子が転勤したため、転居の予定がなくなり、現在まで転用しないままとなっています。
今回、計画変更申請者が1戸の宅地分譲をするため、事業計画変更承認申請をするものであります。
本申請は、事業転用者の故意、又は重大な過失によるものではないこと、等すべての事業計画変更承認の条件に該当しますので、承認することに問題はないものと考えます。
　以上、議第２号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。
次に、議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。

伊藤道子委員、説明をお願いします

	伊藤委員
	農地法第五条の規定による許可申請につきましては、４件であります。内容といたしましては、田が２筆、畑が２筆で、合計面積１，３６２㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	　それでは、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は４件の申請がありました。議案集では７ページから１３ページになります。
まずは、８ページ、９ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５-２６）
申請地は、北小田町にありますゲンキー瑞浪店の北側にあります。
こちらの申請は、譲受人が住宅地として需要のある申請地を取得し、一体利用地と併せて３区画の宅地分譲をするものです。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路及び農地に囲まれておりますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１０ページ、１１ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５-２７）
申請地は、松ヶ瀬町にあります狭間川公園の東側にあります。
こちらの申請は、譲受人が妻の母から土地を借り受け、パン屋の店舗敷地として利用するものであります。
周辺の状況は、雑種地、公衆用道路、及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の準工業地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１２ページ、１３ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５-２８）
申請地は、土岐町鶴城地区、県道大西瑞浪線の北側にあります。
こちらの申請は、道の向いで建設業を営む譲受人が、従業員用の駐車場として利用するものであります。
周辺の状況は、宅地、雑種地、公衆用道路及び農地に囲まれており、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、少々ページ戻っていただいて、議案集の５ページ、６ページをお願いします。
こちらは、先ほどの議第２号による事業変更承認を受け、農地転用許可申請をするものであります。
（議案書の内容を説明　５-２９）

申請地は、北小田町にあります豊格院の北側にあります。
こちらの申請は、譲渡人が平成１８年に住宅用地として転用許可を受けましたが、事業が遂行できなくなったことから、譲受人が取得し、宅地分譲をするものであります。
周辺の状況は、宅地、雑種地及び公衆用道路に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の近隣商業地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長

	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第３号「農地法第五条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

(全員挙手・挙手多数）

全員賛成（挙手多数）ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定いたします。
次に、議第４号「農地の利用変更届について」を議題といたします。
伊藤道子委員、説明をお願いします。

	伊藤委員
	農地の利用変更届につきましては、２件であります。
内容といたしましては、田が２筆で、面積６，７０９㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第４号　農地の利用変更届について、ご説明申し上げます。
農地の利用変更とは、農地の利用に際し、盛土や削土等の造成を行う場合に、優良農地の保護及び有効利用、また付近の農地等に及ぼす被害を未然に防止するため、農地法の規定に基づく届出の義務はありませんが、届出を求めているものであります。
今月は２件の届出がありましたので、順にご説明申し上げます。
まずは、議案集の１５ページをお願いします。　
（議案書の内容を説明　利用変更－５）
申請地は、釜戸町平山地区の北部に位置しております。
こちらは、元々は田でありましたが、人手不足により長年耕作できていないため、埋め立てをして、タラの芽、クルミの木等を植え、手間のかからない果樹園として利用しようとするものであります。

続きまして、議案集の１６ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　利用変更－６）
申請地は、土岐町にありますきなぁた瑞浪のすぐ前にあります。
　こちらは、令和5年度にオープンするバーベキュー場の運営に必要な野菜（季節の野菜、ニンニク、ハーブ等）を栽培するため、盛り土をして畑として利用しようとするものであります。
以上、議第４号　農地の利用変更届に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第４号「農地の利用変更届について」、申請のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手・挙手多数）

	議　長
	全員賛成（挙手多数）ですので、議第４号は、申請のとおり承認することに決定いたします。
次に、議第５号「非農地証明申請について」を議題といたします。
伊藤　道子委員、説明をお願いします。

	伊藤委員
	非農地証明申請につきましては１件であります。
内容といたしましては、畑が１筆で、面積１０９㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	森本
局長補佐
	議第５号「非農地証明申請」１件について、説明させていただきます。Ｐ１７、１８を、お願いします。
場所は、陶町水上字滝坂　長良製陶所　南西隣になります。　　
　この土地は、平成17年11月に相続手続きを実施。相続人は、土岐町在住であり、高齢であるため、管理が困難な事から、長期間放置していたため、現在は、草、竹、樹木が生育し、原野となっています。
この土地は、袋地であり、第三者の土地を通行しなければ到達できず、耕作は困難であり、農地性がないことから地目を現況にあわせるよう非農地証明を申請するもの。
この件につきましては、「瑞浪市農業委員会非農地証明事務取扱要領」の「第３条　証明　の対象とする土地」にあてはめてみて、（２）耕作放棄地のうち、農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地であって、「イ　ア以外の土地であって（ア：森林の様相を呈している土地）、その土地の周囲の状況からみて、その土地を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる土地」に該当すると思われるため、非農地証明を交付することに問題ないと考えます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第５号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第５号「非農地証明申請について」、申請のとおり証明することに賛成の委員は挙手をお願いします。
全員賛成（挙手多数）ですので、議第５号は、申請のとおり証明することに決定いたします。

	委　員
	(全員挙手・挙手多数）

	議　長
	全員賛成（挙手多数）ですので、議第５号は、申請のとおり証明することに決定いたします。
次に、議第６号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」を議題といたします。
事務局より説明をお願いします。

	森本
局長補佐
	議第６号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断」について説明させていただきます。
別添資料の表紙を１枚めくっていただいて、③にありますように
ア　その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な場合
イ　ア以外の場合であって、その土地の周囲の状況からみて、その土地を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる場合
このような場合は、農地台帳から除外しようとするものです。
今回の非農地判断は、釜戸町・大湫町になります。概要については今までと同様です。
それでは、「釜戸町-１」から順次、説明させていただきます。
ここは釜戸町宿地区で、中央に見える道路が、中央道、国道１９号です。
現況として山林になっていて、農地に復元するのが困難な状況になっています。
「釜戸町-２」も宿地区で、１２番の南側がダイキャスト東和産業㈱瑞浪工場です。
森林になってしまったところを選んでいます。
「釜戸町-３」は竜吟湖周辺で、県道恵那御嵩線辺りです。
「釜戸町-４」は中切地区で、９０番のところが、生活の木です。
「釜戸町-５」は東大島地区です。左下　切れておりますが、元釜戸中学校です。
「釜戸町-６」は細山地区です。左上に見えるのが「中山道ゴルフ倶楽部」で、左下に見えるので、「デイリー瑞浪カントリー倶楽部」です。
「釜戸町-７」は大久後地区で、恵那市との境です。
どの筆も、森林の一部になっていると考えます。
「釜戸町-８」はエスポラン地区です。
「釜戸町-９」は荻ノ島地区です。
「大湫町-１」は足又地区で、右上に見えるのが「大湫営農組合」さんです。
「大湫町-２」は下田地区で、中央右側に見えるのが「株式会社　東濃ブロイラーセンター」さんです。
「大湫町-３」は神田地区で、地図にはありませんが右の方に「中山道ゴルフ倶楽部」さんがあります。
今回、議案上程をさせていただいた全１７８筆は、すべて農地性はなく森林の様相を呈していると思われますので、国からの通知のとおり、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することが適当であると考えます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第６号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	(質問・意見なし）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。

議第６号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」、非農地と判断することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手・挙手多数）

	議　長
	全員賛成（挙手多数）ですので、議第６号は、非農地と判断する旨、土地所有者、法務局、岐阜県及び市税務課に対して通知することに決定いたします。
次に、議第７号「令和３年度　目標及びその達成に向けた活動の点検・評価について」を議題といたします。
事務局より説明をお願いします。

	森本
局長補佐
	議第７号「令和３年度　目標及びその達成に向けた活動の点検・評価」について説明させていただきます。
　議案集の２１ページをお願いします。
　適正な事務の実施に向けた取り組みとして、「目標及び達成に向けた活動の点検・評価」並びに「活動の目標の設定等」を作成するもの。　　Ｐ２７、農業委員会の状況です。Ｐ２８、担い手への農地の利用集積・集約化で、農地面積793haに対して、集積実績203.5ha　集積率25.7％です。Ｐ２９、新たに農業経営を営もうとする者の参入促進で、令和３年度に新規参入は１経営体で、0.06haでした。Ｐ３０、遊休農地に関する措置に関する評価で、農地面積793haに対して、遊休農地面積15.7ha、遊休農地率　2.9％でした。Ｐ３１、違反転用への適正な対応は、ありませんでした。Ｐ３２、農地法等によりその権限に属された事務に関する点検で、第３条２２件、第４条・第５条８９件でした。権利移動等件数は、９０件ですが、令和３年１月に取消申請があったためです。Ｐ３３、農地所有適格法人からの報告への対応は、５法人です。
以上、説明とさせていただきます。ご審議のほど、宜しくお願い致します。

	議　長
	ありがとうございました。ではこれより議第７号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質問・意見無し）

	議　長
	別段、ご質疑やご意見もないようですのでお諮りいたします。
議第７号「令和３年度　目標及びその達成に向けた活動の点検・評価について」、説明のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	(全員挙手・挙手多数）

	議　長
	全員賛成（挙手多数）ですので、議第７号は、原案のとおり承認することに決定いたします。
以上をもちまして、日程をすべて終了しましたので、総会を閉会します。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は
下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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